
第３学年 算数科学習指導案 

指導者  吉村 慎太郎    

１．単元名 「１けたをかけるかけ算の筆算」 

２．単元目標 

算数への 

関心・意欲・態度 

○（２、３位数）×（１位数）の計算方法を考えよう

とする。筆算や暗算の良さに気付く。  

数学的な考え方 

○（何十・何百）×（１位数）の計算の仕方を、１０

や１００を単位として考えることができる。（２、３

位数）×（１位数）の計算の仕方を、数の仕組みや計

算のきまりをもとに考えることができる。 

数量や図形に 

ついての技能 

○（２、３位数）×（１位数）の計算を筆算や暗算で

できる。 

数量や図形に 

ついての知識・理解 

○（２、３位数）×（１位数）の計算の仕方を理解し

ている。 

３．学習指導計画（４時間目／全１４時間） 

 ⑴ 何十・何百のかけ算    （１） 

 ⑵（２けた）×（１けた）の筆算（６） 

  ① （２位数）×（１位数）の計算を位ごとに分けて考える。 

  ② 繰り上がりがなく、答えが２位数になる 

（２位数）×（１位数）の筆算の仕方を考える。 

  ③ 十の位に繰り上がりがあり、答えが２位数になる 

（２位数）×（１位数）の筆算の仕方を考える。・・・【本時】 

  ④ 百の位に繰り上がりがあり、答えが 3 位数になる 

（２位数）×（１位数）の筆算の仕方を考える。 

  ⑤ 百の位にも十の位にも繰り上がりがあり、答えが 3 位数になる 

（２位数）×（１位数）の筆算の仕方を考える。 

  ⑥ （練習）をする。 

 ⑶（３けた）×（１けた）の筆算（４） ⑷ 暗算 （１） 

 ⑸ たしかめましょう（１）      ⑹ ふく習（１） 

４．課題解決のための手だて 
本学級の児童は，学習に真面目に取り組むことができ，作業や計算処理を丁寧に行う

ことができる。しかし，問題把握，見通しをもつことが困難な児童が多く，自分の考え

をもてなかったり，作業や理解に時間がかかったりする。また既習学習が定着しておら

ず，解決のために必要な内容が身に付いていないことから，自分の考えに対して自信が

ない児童が多い。毎時間の学習では，「できた！」「わかった！」という児童がいるもの

の，個人で問題解決に取り組むとできない児童が多くおり，分かった気になっているだ

けで学習が定着していない様子が見られる。そこで，全児童が確実に見通しをもって主

体的に問題解決へ取り組み，友達との話合いを通じて考えを広げ，深め，定着させるた

めの手だてが必要であると考える。 

【手だて１】個人思考までの流れについての工夫 

○ 前時の復習を丁寧に行い、筆算は考え方を簡単にしたものが手順であることを想起

させ、くり上がりのある筆算を手順でやろうとすると、くり上がりの処理で手が止

まる。止まったところで筆算の考え方でやってみるという風に考え方に注目させる。 

【手だて２】子どもの考えを深め、広げる話し合いの場の設定 

○ 必要に応じて、ペアや小グループでの話し合いの場を設定する。また、教師の意図

的な発問により、話し合う内容を考え方に絞り、くり上がりの処理の仕方について話

し合うことができるようにする。 

【手だて３】適用問題と振り返る活動の工夫 

○ 適用問題をしている際に丸付け法を活用して、机間指導を行い、「できた！」「わか

った！」を味合わせるようにする。 

  振り返りのポイントを提示して、振り返りをかきやすくする。 

 

 

５ 本時の学習 令和元年 １０月 ２３日（水） 

 第５校時 於：３年２組教室  

 

⑴  主眼 一の位に繰り上がりが 1回ある場合の（２位 

数）×（１位数）の筆算の仕方を考える活動を通 

して、正しく筆算で計算することができる。 

⑵  準備 筆算シート 

    ミニボード 

⑶  展開 

 

つかむ・見通す 
個人思考 集団思考 まとめ 適用問題・ふりかえり 

１．前時の復習をする。 

○ 前時の復習をする。 

（１）考え方 

  １２ 

  × ４ 

   ８・・・２×４ 

  ４０・・・１０×４ 

   ４８ 

  

２．問題を把握する。 

 問題 

    

 

 

 

 

 

〇 筆算にかき、一の位の計算

で１０をこえることに気付か

せる。 

 ２４ 

× ３ 

１２・・・３×４ 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．一の位に繰り上がりのある
筆算の仕方を考える。 

 

（個人思考） 

 

【予想される児童の考え】 

① ２４ 

× ３ 

  １２・・・４×３ 

  ６０・・・２０×３ 

  ７２ 

 

 

② ２０と４に分ける。 

  ２０×３＝６０ 

   ４×３＝１２ 

   合わせて７２ 

 

③ 図で表す。  

 

 ２４  ２４  ２４ 

 

 

２０  ２０  ２０ 

 

 ４   ４   ４ 

 

２０×３＝６０ 

４×３＝１２ 

６０＋１２＝７２ 

（グループ） 

○ 班ごとに話し合う。 

 

＜話し合いの視点＞ 

〇 筆算の考え方について話し

合う。 

（繰り上がりをどうするか） 

 

 

〇 筆算の考え方を、図や言葉

で説明できるようにする。 

 

 

（全体） 

〇 同じような考え方をしてい

る班同士は、まとめて一つの

ボードを取り上げ、全体に伝

える。 

 

〇 誤答が出なければ、教師が

誤答を出し、どこが間違えて

いるかを考えさせる。 

 

○ 筆算の手順は、みんなで作

り上げるようにする。 

 

〇 繰り上がりの１は、十の位

の答えの右上に小さくかい

て、計算を一行にまとめるこ

とができることを伝える。 

４．まとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．適用問題をする。 

 ① １４ 

  × ３ 

   ４２ 

 

① 三四１２ 

② 十の位に１繰り上げ

ます。 

③ 三一が３ 

④ 繰り上がった１と合

わせて４２ 

６．たしかめをする 

 

○ ⑧の筆算の練習をする。 

 

〇 ノートに、筆算の式を

かかなくてもいいよう

に、プリントを用意する。 

 

〇 机間指導を行い、丸付

けを積極的に行う。 

 

〇 制限時間を設け、活動
にメリハリを持たせる。 

 

 

７．ふりかえりをする。 

 

振り返りのポイント 

わかったこと 

かわったこと 

つかえること 

たいせつなこと 

よし、やってみよう 

 

〇 学習の振り返りをし、
学習の学び方や知識の
深まり、意欲の向上が見
られるものを紹介する。 

 

 

０(分) 

５ １０ ３５ ２５ ４５(分) 

めあて 
 一の位に繰り上がりがあ
る筆算の仕方を考えよう。 

（板書） 

 

 

２４×３を筆算でしてみ

ましょう。 

 

まとめ 
 一の位に繰り上がり
のある筆算は、 

① 一の位を計算す
る。 

② くり上がった数を
十の位に小さく書
く。 

③ 十の位を計算す
る。 

④ くり上がった数を
合わせる。 

０ 


